
(57)【要約】

【課題】例えば銀行が顧客から受け取る依頼書等のよう

に部分的に共通の領域を含んだ複数の書面を作成するに

あたり、一の書面から複写により簡便に他の書面を作成

できるようにする複写書類作成用具を提供する。

【解決手段】第１の書面から、この第１の書面と共通の

領域を部分的に含んだ第２の書面を複写により生成する

べく、第１の書面を覆って用いられる複写書類作成用具

であって、第１及び第２の書面に共通する第１の領域に

対応した第１の部分Ｘと、第１及び第２の書面に共通し

ない第２の領域に対応した第２の部分Ｙとを有するシー

ト１４を備え、第１の部分Ｘは透明であり、第２の部分

Ｙは不透明であり、当該第２の部分Ｙには、第２の書面

における第２の領域と同一の内容が表示されている。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 書 面 か ら 、 こ の 第 １ の 書 面 と 共 通 の 領 域 を 部 分 的 に 含 ん だ 第 ２ の 書 面 を 複 写 に よ
り 生 成 す る べ く 、 複 写 時 に 前 記 第 １ の 書 面 を 覆 っ て 用 い ら れ る 複 写 書 類 作 成 用 具 で あ っ て
、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 書 面 に 共 通 す る 第 １ の 領 域 に 対 応 し た 第 １ の 部 分 と 、 前 記 第 １ 及 び
第 ２ の 書 面 に 共 通 し な い 第 ２ の 領 域 に 対 応 し た 第 ２ の 部 分 と を 有 す る シ ー ト 部 を 備 え 、
　 前 記 第 １ の 部 分 は 透 明 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 部 分 は 不 透 明 で あ り 、 当 該 第 ２ の 部 分 に は 、 前 記 第 ２ の 書 面 に お け る 前 記 第
２ の 領 域 と 同 一 の 内 容 が 表 示 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 複 写 書 類 作 成 用 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ の 書 面 に お け る 前 記 第 １ の 領 域 に は 、 前 記 第 １ の 書 面 か ら 前 記 第 ２ の 書 面 を 作
成 す べ き 者 が 記 入 す べ き 記 入 欄 が 含 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 複 写 書 類
作 成 用 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 書 面 を 前 記 シ ー ト 部 に 対 し て 位 置 決 め す る 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 複 写 書 類 作 成 用 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ２ 枚 の 矩 形 状 の シ ー ト の 隣 接 す る ２ 辺 又 は ３ 辺 を 接 合 し て 構 成 さ れ 、 一 方 の シ ー ト が 前
記 シ ー ト 部 と し て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 複 写 書 類 作 成 用
具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 金 融 機 関 等 が 顧 客 か ら 受 け 取 る 各 種 依 頼 書 や 申 込 書 の よ う に 、 部 分
的 に 共 通 の 領 域 を 含 ん だ 複 数 の 書 面 に よ り 構 成 さ れ る 書 類 の う ち 、 一 の 書 面 か ら 他 の 書 面
を 複 写 に よ り 作 成 す る た め の 複 写 書 類 作 成 用 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 銀 行 が 顧 客 か ら 受 領 す る 各 種 の 依 頼 書 や 申 込 書 （ 以 下 、 依 頼 書 等 と い う ） は 、
顧 客 控 え 、 銀 行 営 業 店 用 、 行 内 セ ン タ ー 用 な ど 、 共 通 の 領 域 を 含 み な が ら 様 式 が 一 部 異 な
っ た 複 数 の 書 面 に よ り 構 成 さ れ る こ と が 多 い 。 従 来 、 こ の よ う に 複 数 の 書 面 か ら な る 依 頼
書 等 と し て 、 カ ー ボ ン 紙 で 構 成 し た 複 葉 綴 り の 複 写 帳 票 を 用 い る の が 一 般 的 で あ っ た 。 複
写 帳 票 に よ れ ば 、 一 枚 目 の 用 紙 に ボ ー ル ペ ン な ど で 記 入 す れ ば 同 じ 内 容 が 他 の 用 紙 に カ ー
ボ ン 紙 で 複 写 さ れ る た め 、 一 度 だ け 必 要 事 項 を 記 入 す る だ け で 依 頼 書 等 を 構 成 す る 複 数 の
書 面 を 同 時 に 作 成 で き る の で 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 依 頼 書 等 と し て 複 写 帳 票 を 用 い た 場 合 、 顧 客 は そ の 複 写 帳 票 を 入 手 す る た め に
銀 行 の 支 店 等 へ 出 向 い た り 、 あ る い は 、 郵 送 で 取 り 寄 せ た り す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、
顧 客 に と っ て 面 倒 で あ る う え 、 書 き 損 じ た 場 合 に は 再 度 入 手 の 手 間 が か か る な ど 不 便 な 面
が あ っ た 。 ま た 、 顧 客 が 書 き 損 じ に 備 え て 複 写 帳 票 を 何 部 も 持 ち 帰 る こ と が あ る な ど 無 駄
も 多 か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 近 年 で は 、 依 頼 書 等 を 作 成 す る た め の ソ フ ト ウ ェ ア を Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 等 の 媒 体 に
格 納 し て 顧 客 に 配 布 し 、 あ る い は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 経 由 で ダ ウ ン ロ ー ド で き る よ う に し た
り す る こ と が 行 わ れ て い る 。 こ の よ う に す れ ば 、 顧 客 は 配 布 さ れ た ソ フ ト ウ ェ ア を 起 動 し
、 コ ン ピ ュ ー タ の 画 面 上 で 必 要 事 項 を 入 力 し て 印 刷 操 作 を 行 う こ と に よ り 依 頼 書 等 を 構 成
す る 複 数 枚 の 書 面 を 一 度 に 印 刷 出 力 で き る の で 、 顧 客 に と っ て の 利 便 性 が 高 く な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 な お 、 依 頼 書 等 の 各 種 書 類 の 処 理 の 効 率 化 を 目 的 と し た 特 許 文 献 と し て 特 許 文 献 １ が 存
在 す る が 、 こ れ は 、 種 類 の 異 な る 多 数 の チ ェ ッ ク を 容 易 に 行 え る よ う に す る チ ェ ッ ク シ ー
ト に 関 す る も の で あ り 、 書 類 の 作 成 を 目 的 と し た も の で は な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ８ ４ ４ ５ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 顧 客 が 銀 行 へ 提 出 し た 依 頼 書 等 に は 、 銀 行 側 で 記 入 す べ き 記 入 欄 が 存 在 す る
の が 通 常 で あ る 。 そ し て 、 か か る 銀 行 側 の 記 入 欄 に も 、 依 頼 書 等 を 構 成 す る 複 数 枚 の 書 面
に 共 通 の 項 目 が 含 ま れ て い る こ と が 多 い 。 そ の 場 合 、 複 写 帳 票 を 用 い た 依 頼 書 等 で あ れ ば
、 銀 行 側 で も 一 枚 目 の 用 紙 に 記 入 す れ ば そ の 内 容 が 他 の 用 紙 に も 複 写 さ れ る の で 、 記 入 の
手 間 は 一 度 で 済 む 。 し か し な が ら 、 顧 客 が ソ フ ト ウ ェ ア に よ り 印 刷 出 力 し て 作 成 し た 依 頼
書 等 は 複 写 帳 票 に な っ て い な い た め 、 各 書 面 に 共 通 の 項 目 で あ っ て も 銀 行 の 担 当 者 が 一 枚
ず つ 記 入 し な け れ ば な ら ず 、 業 務 負 担 が 重 く な り 、 ま た 、 記 入 ミ ス の お そ れ も 大 き く な る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 具 体 例 を 挙 げ て 説 明 す る と 次 の 通 り で あ る 。 こ こ で は 、 一 例 と し て 銀 行 が 顧 客 か ら 受 け
取 る 信 用 状 付 輸 出 為 替 買 取 依 頼 書 （ 以 下 、 買 取 依 頼 書 と 略 称 す る ） を 処 理 す る 場 合 に つ い
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 買 取 依 頼 書 は 、 図 ２ に 示 す 顧 客 控 え ２ ０ 、 図 ３ に 示 す 買 取 依 頼 書 本 書 （ 以 下 、 依 頼 書 本
書 と 略 称 す る ） ３ ０ 、 及 び 図 ４ に 示 す 信 用 状 付 輸 出 為 替 送 付 状 （ 以 下 、 送 付 状 と 略 称 す る
） ４ ０ の ３ 種 類 の 書 面 に よ り 構 成 さ れ る 。 こ の う ち 、 図 ２ に 示 す 顧 客 控 え ２ ０ は 顧 客 へ 返
却 さ れ 、 図 ３ に 示 す 依 頼 書 本 書 ３ ０ 、 及 び 、 図 ４ に 示 す 送 付 状 ４ ０ が 銀 行 内 で 処 理 さ れ る
こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ３ と 図 ４ に 夫 々 示 す 依 頼 書 本 書 ３ ０ と 送 付 状 ４ ０ に お い て 、 太 線 で 囲 ま れ た 領 域 は 、
こ れ ら 書 面 に 共 通 の 領 域 （ 第 １ の 領 域 ） Ａ で あ り 、 そ れ 以 外 は 両 書 面 に 共 通 し な い 領 域 （
第 ２ の 領 域 ） Ｂ で あ る 。 そ し て 、 こ の 第 １ の 領 域 Ａ の う ち 、 グ レ ー で 塗 っ て 示 す 領 域 Ａ １
は 、 例 え ば 「 取 引 先 番 号 」 、 「 手 形 期 間 区 分 」 、 「 買 取 手 数 料 」 な ど 銀 行 側 で 記 入 す べ き
記 入 欄 を 含 む 領 域 で あ り 、 そ れ 以 外 の 領 域 Ａ ２ は 、 例 え ば 「 手 形 番 号 」 、 「 振 出 人 」 、 「
支 払 人 」 な ど 、 既 に 顧 客 側 に て 印 字 し て あ る 領 域 で あ る 。 こ の よ う に 、 依 頼 書 本 書 ３ ０ と
送 付 状 ４ ０ に 共 通 の 第 １ の 領 域 Ａ に は 、 銀 行 に て 記 入 す べ き 領 域 Ａ １ が 存 在 す る 。 し た が
っ て 、 銀 行 の 担 当 者 は 、 依 頼 書 本 書 ３ ０ と 送 付 状 ４ ０ の 夫 々 の 領 域 Ａ １ に 同 じ 内 容 を 記 入
し な け れ ば な ら な い た め 、 手 間 が 掛 か っ て 業 務 負 担 が 重 く な り 、 ま た 、 記 入 ミ ス が 起 き る
お そ れ も 大 き か っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 例 え ば 銀 行 が 顧 客 か ら 受 け 取 る 依 頼 書
等 の よ う に 部 分 的 に 共 通 の 領 域 を 含 ん だ 複 数 の 書 面 を 作 成 す る に あ た り 、 一 の 書 面 か ら 複
写 に よ り 簡 便 に 他 の 書 面 を 作 成 で き る よ う に す る 複 写 書 類 作 成 用 具 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 第 １ の 書 面 か ら 、 こ の 第 １ の 書 面 と 共 通 の 領 域
を 部 分 的 に 含 ん だ 第 ２ の 書 面 を 複 写 に よ り 生 成 す る べ く 、 複 写 時 に 前 記 第 １ の 書 面 を 覆 っ
て 用 い ら れ る 複 写 書 類 作 成 用 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 書 面 に 共 通 す る 第 １ の 領 域 に 対 応 し た 第 １ の 部 分 と 、 前 記 第 １ 及 び
第 ２ の 書 面 に 共 通 し な い 第 ２ の 領 域 に 対 応 し た 第 ２ の 部 分 と を 有 す る シ ー ト 部 を 備 え 、
　 前 記 第 １ の 部 分 は 透 明 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 部 分 は 不 透 明 で あ り 、 当 該 第 ２ の 部 分 に は 、 前 記 第 ２ の 書 面 に お け る 前 記 第
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２ の 領 域 と 同 一 の 内 容 が 表 示 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 複 写 書 類 作 成 用 具 に よ れ ば 、 シ ー ト 部 を 第 １ の 書 面 に 重 ね る と 、 第 １ 及 び
第 ２ の 書 面 に 共 通 す る 第 １ の 領 域 は 、 透 明 の 第 １ の 部 分 を 通 し て 露 出 し 、 第 １ 及 び 第 ２ の
書 面 に 共 通 し な い 第 ２ の 領 域 は 、 第 ２ の 書 面 に お け る 第 ２ の 領 域 と 同 一 の 内 容 が 表 示 さ れ
た 不 透 明 な 第 ２ の 部 分 で 覆 わ れ る 。 し た が っ て 、 こ の 状 態 で シ ー ト 部 表 面 を 複 写 す る と 、
第 ２ の 書 面 と 同 一 の 書 類 が 作 成 さ れ る こ と と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 部 分 的 に 共 通 の 領 域 を 含 ん だ 複 数 の 書 面 を 作 成 す る に あ た り 、 一 の 書
面 を 用 い て 複 写 に よ り 簡 便 に 他 の 書 面 を 作 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 複 写 書 類 作 成 用 具 １ ０ を 示 す 。 本 実 施 形 態 の 複 写 書
類 作 成 用 具 １ ０ は 、 上 記 図 ２ ～ 図 ４ に 示 し た 買 取 依 頼 書 を 銀 行 で 処 理 す る 場 合 に 用 い ら れ
る も の で あ り 、 銀 行 の 担 当 者 は 顧 客 か ら 受 領 し た 依 頼 書 本 書 ３ ０ （ 図 ３ ） の 領 域 Ａ １ に 必
要 事 項 を 記 入 し た う え で 、 こ れ を 複 写 書 類 作 成 用 具 １ ０ に 入 れ て 複 写 機 で 複 写 す る だ け で
、 送 付 状 ４ ０ （ 図 ４ ） を 作 成 で き る よ う に す る も の で あ る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 で は 、
買 取 依 頼 書 ３ ０ が 本 発 明 の 第 １ の 書 面 に 相 当 し 、 送 付 状 ４ ０ が 本 発 明 の 第 ２ の 書 面 に 相 当
す る 。 な お 、 図 ３ 及 び 図 ４ に お い て 第 １ の 領 域 Ａ を 太 線 で 囲 ん で い る が 、 こ の 太 線 は 説 明
の 便 宜 の た め で あ り 、 実 際 の 用 紙 で は 、 例 え ば 、 顧 客 に よ る 記 入 欄 が 太 線 で 囲 ま れ て い る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 複 写 書 類 作 成 用 具 １ ０ は 、 例 え ば 、 柔 軟 性 を 有 す る 樹 脂 製 の ２ 枚 の シ ー ト １ ２ ， １ ４ を
隣 接 す る ２ 辺 （ 図 １ に お い て は 右 辺 と 下 辺 ） で 接 合 し た ク リ ア フ ァ イ ル 状 に 構 成 さ れ て お
り 、 こ れ ら シ ー ト １ ２ ， １ ４ の 間 に 買 取 依 頼 書 ３ ０ を 挟 ん で 使 用 す る 。 手 前 側 の シ ー ト １
２ （ 本 願 発 明 の シ ー ト 部 に 相 当 ） は 、 買 取 依 頼 書 ３ ０ 及 び 送 付 状 ４ ０ に 共 通 す る 第 １ の 領
域 Ａ に 対 応 し た 第 １ の 部 分 Ｘ が 透 明 と な っ て い る 。 ま た 、 買 取 依 頼 書 ３ ０ 及 び 送 付 状 ４ ０
に 共 通 し な い 第 ２ の 領 域 Ｂ に 対 応 し た 第 ２ の 部 分 Ｙ は 不 透 明 と さ れ 、 こ の 第 ２ の 部 分 Ｙ の
表 面 に は 、 送 付 状 ４ ０ に お け る 第 ２ の 領 域 Ｂ と 同 一 の 内 容 が 印 刷 さ れ て い る 。 そ し て 、 依
頼 書 本 書 ３ ０ を 複 写 書 類 作 成 用 具 １ ０ の シ ー ト １ ２ ， １ ４ の 間 に 、 そ れ ら の 接 合 辺 に 当 た
る よ う に 奥 ま で 差 し 込 む と 、 依 頼 書 本 書 ３ ０ の 第 １ の 領 域 Ａ 及 び 第 ２ の 領 域 Ｂ の 位 置 が 、
夫 々 、 シ ー ト １ ２ の 第 １ の 部 分 Ｘ 及 び 第 ２ の 部 分 Ｙ の 位 置 と 一 致 す る よ う に 、 依 頼 書 本 書
３ ０ が シ ー ト １ ２ に 対 し て 位 置 決 め さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ の よ う に 位 置 決 め さ れ た
状 態 で は 、 依 頼 書 本 書 ３ ０ の 第 １ の 領 域 Ａ は 、 シ ー ト １ ４ の 透 明 な 第 １ の 部 分 Ｘ を 通 し て
露 出 し 、 第 ２ の 領 域 Ｂ は 不 透 明 な 第 ２ の 部 分 Ｙ に 隠 さ れ て 、 第 ２ の 部 分 Ｙ に 印 刷 さ れ た 内
容 、 つ ま り 、 送 付 状 ４ ０ に お け る 第 ２ の 領 域 Ｂ と 同 一 の 印 刷 内 容 が 表 れ る 。 こ の 状 態 で は
、 複 写 書 類 作 成 用 具 １ ０ の シ ー ト １ ２ 側 の 表 面 は 、 図 ４ に 示 す 送 付 状 ４ ０ と 同 じ 書 類 に 見
え る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 し た が っ て 、 銀 行 の 担 当 者 は 、 依 頼 書 本 書 の 領 域 Ａ １ に 必 要 事 項 を 記 入 し た う え で 、 こ
の 依 頼 書 本 書 を 複 写 書 類 作 成 用 具 １ ０ に 奥 ま で 差 し 込 ん で 複 写 機 で 複 写 す れ ば 、 領 域 Ａ １
へ の 記 入 内 容 を 含 ん だ 送 付 状 ４ ０ を 生 成 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 依 頼 書 本 書 ３ ０ 及
び 送 付 状 ４ ０ に 共 通 の 記 入 領 域 Ａ １ に つ い て 、 依 頼 書 本 書 ３ ０ の 方 に の み 記 入 す れ ば 足 り
、 従 来 の よ う に 、 依 頼 書 本 書 ３ ０ と 送 付 状 ４ ０ の 各 々 に 同 じ 内 容 を 記 入 し な く て も 済 む た
め 、 業 務 負 担 が 軽 減 さ れ 、 ま た 、 記 入 ミ ス が 起 き る 可 能 性 も 低 く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 図 ４ に 示 す 送 付 状 ４ ０ に は 、 依 頼 書 本 書 ３ ０ と 共 通 し な い 第 ２ の 領 域 Ｂ に も 、 銀
行 で 記 入 す べ き 欄 が 存 在 す る 。 し た が っ て 、 銀 行 の 担 当 者 は 、 上 記 の よ う に 複 写 に よ り 送
付 状 を 作 成 し た 後 に 、 そ れ ら の 欄 に 必 要 事 項 を 記 入 す れ ば よ い 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 複 写 書 類 作 成 用 具 １ ０ は 、 ２ 枚 の シ ー ト １ ２ ， １ ４ の ２
辺 （ 図 １ の 右 辺 、 下 辺 ） を 接 合 し た 構 成 と し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 図 １ に お け る 左 辺 と 下
辺 と を 接 合 し て も よ い 。 あ る い は 、 ２ 辺 を 完 全 に 接 合 し た う え で 残 り ２ 辺 の う ち １ 辺 （ 図
１ の 場 合 で は 左 辺 ） も 下 か ら 途 中 ま で 接 合 す る こ と に よ り 、 書 面 の 位 置 決 め を よ り 確 実 に
行 え る よ う に し て も よ い 。 さ ら に 、 シ ー ト １ ２ ， １ ４ の ３ 辺 を 全 て 接 合 し て 袋 状 に 構 成 し
て も よ い 。 ま た 、 本 発 明 の 複 写 書 類 作 成 用 具 を 単 一 の シ ー ト で 構 成 し 、 こ の シ ー ト に 書 面
位 置 決 め 用 の 突 起 等 の 位 置 決 め 手 段 を 設 け る 構 成 と し て も よ い 。 あ る い は 、 複 写 書 類 作 成
用 具 自 体 に は 、 そ の よ う な 位 置 決 め 手 段 を 設 け ず に 、 利 用 者 が 目 視 で 書 面 の 位 置 合 わ せ を
行 い 、 ク リ ッ プ 等 で 書 面 を シ ー ト に 対 し て 保 持 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 信 用 状 付 輸 出 為 替 買 取 依 頼 書 の 依 頼 書 本 書 ３ ０ か ら 送 付 状 ４
０ を 複 写 に よ り 生 成 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 住 宅 ロ ー ン 申
込 書 、 口 座 開 設 依 頼 書 、 保 険 申 込 書 、 口 座 引 落 依 頼 書 な ど 、 一 つ の 申 し 込 み 案 件 あ る い は
依 頼 案 件 に つ い て 、 複 数 枚 の 書 面 が 必 要 と な り 、 そ れ ら 複 数 枚 の 書 面 が 一 部 に 共 通 の 領 域
を 含 む 場 合 に 、 一 の 書 類 か ら 他 の 書 類 を 複 写 に よ っ て 生 成 す る 場 合 に 広 く 適 用 が 可 能 で あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 複 写 書 類 作 成 用 具 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 信 用 状 付 輸 出 為 替 買 取 依 頼 書 を 構 成 す る 顧 客 控 え を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 信 用 状 付 輸 出 為 替 買 取 依 頼 書 を 構 成 す る 買 取 依 頼 書 本 書 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 信 用 状 付 輸 出 為 替 買 取 依 頼 書 を 構 成 す る 信 用 状 付 輸 出 為 替 送 付 状 を 示 す 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ ０ 　 複 写 書 類 作 成 用 具
　 １ ２ ， １ ４ 　 シ ー ト
　 ３ ０ 　 買 取 依 頼 書 本 書 （ 依 頼 書 本 書 ； 第 １ の 書 面 ）
　 ４ ０ 　 信 用 状 付 輸 出 為 替 送 付 状 （ 送 付 状 ； 第 ２ の 書 面 ）
　 Ａ 　 第 １ の 領 域
　 Ｂ 　 第 ２ の 領 域
　 Ｘ 　 第 １ の 部 分
　 Ｙ 　 第 ２ の 部 分
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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